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Ⅳ結語
Ｉ序論
伝統的会計は簿記の手記による情報処理であった。会計入'''１の簿記教育は，
未だ手記簿記を教え，記帳の省力化こそが知恵であるかのように歪んだ教え
が散見できる。会計の情報化では取引量は問題ではないのである。手記簿記の
転記作業は，情報処剛ではコンピュータ任せで，人間の作業は全く不要である．
会計情報の先駆的知識はアメリカ会計学会の『基礎的会計理論（ASOBAT)』'）
である。この書は財務会計と管理会計の情報化を思考している。ASOＢＡＴは
会計情報の基準として，Ⅱ的適合性，検証可能性，不偏性量的表現可能性の
４つを提示している。会計情報の特性は目的適合性である。会計のデータ特性
は検証可能性である。会計報告書作成の心構えは不偏性である。会計報告には
金額及び数量を割当てるとするものが量的表現可能性である。
会計情報の特質について，米国の財務会計基準審査会の『財務会計諸概念に
関するステートメント，第２号』2)では一層の進展があった。｜]的適合性の構
成要素は適時性予測｛ＭＬフィードバック価値である。検証可能性は信頼性
1１５－
[論文］キャッシュ1M論の生成（|}IIlH）
へと発展しこの構成要素は検証可能性，表現の忠実性，中立'性である３)。会
計データを処理するコンピュータシステムは脆弱性があり，不断に信頼'性に対
時する必要がある。事務系システムでの勘定系システムは簿記の貸借平均の原
理による会計統制により，信頼`性を向上している。
ジョンソンとキャプランは『レレバンス・ロスト』４)を表した会計情報は
社外の利害関係者，また社内の経営管瑚者の意思決定に有１１jである必要があ
る。この書は管理会計への警鐘で，特に活動基準原価計算の生成の契機となっ
た。財務会計の実際において，エンロン事件は世界妓大の監査法人が潰れてし
まうほどの影響があり，内部統制を制度化させた。リーマンブラザーズ事件は
大恐'慌になるのではないかと世界を震憾させた．この事件はサブプライムロー
ン自体に問題があったが，会計問題としては金融資産評価の時価基準適用の是
非である。筆者は「二つの動態論に基づく財務諸表｣5)にて，貸借対照表，損
益計算書，キャッシュフロー計算書は現金または実現基準により作成し，会計
利益の計算を目的とする。今期の発生利益としての資産評価は３基本財務諸表
の枠外の包括損益報告書（超期間的損益）に記載すると主張した］財務会計も
目的適合性を再考する必要性がある。
情報化の進展は劇的に進歩している。情報化当初のＥＤＰ（electricdata
processing）会計は仕訳入力から貸借対照表と損益計算書の出力までの処理を
した。その後消費税の導入は，科目の消費税属性と税率の設定をして，このア
ルゴリズムを組込み込んだ会計システムとなった。しかし会計システムは何
でもできるものではない，ある情報要求に対してプログラミングをして可能と
なっている。
1990年代のインターネットの進展は企業の財務情報の開示をホームページで
行えるようにした。この企業活動はIＲ（investorrelationship）として，いつ
でもどこでも利害関係者が最新の財務情報を閲覧できるようになった。今日で
は多くの企業が定款を変更して，財務報告は自社のホームページで掲載すると
している。
今日の情報化はICT（Internetofthings:モノのインターネット）と称せら
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れている。この事例は製造工程の各箇所にセンサーを付け，その多量の情報か
ら最適製造法を発見することにある。ドイツでは「インダストリー４０」で新
産業革命を起こそうとしている。また，ＩＣＴは知の変革でもあり,図表ｌにて
思索してみよう。古代ギリシャのイデアと形相について，目の前にある椅子ら
に対して，椅子のイデアを想起していた。また，イデア界こそ真実であるとし
ていた。散歩中に高さ40センチほどの切株があり椅子の想があり椅子として用
いた。これまでの会計では，会社設立のために費消してしまった創立費を設立
後の事業活動に役立つという，資産の用益性から，繰延資産としてしまった。
これからの会計は確実に存在するものから再出発すべきである。
図表１思索の領野
古代ギリシャ 現代思考
(形而上）
(形而上）イデア 損益観
収支観
＃
キャッシュE〉
(形而下）形相 (形而下）通貨
現代のフッサール現象学は意識の志向性により，主客を同時に把握する。
ICT（InternetofThings）は思索の根源性の特質がある。橘高倫一は『哲学の
生成」にて，「根源,学の語を広義に解する時は，本書に規定せし意味の,哲学,
と同義にとる。併し狭義に於いては，この学の厳密な確立のためになされた最
近の研究を意味するのである。根源学を過去の哲学の企図から本質的に分かつ
ものは方法の根源主義である｡｣6)と。ＡＣリトルトンは会計の中心概念は利
益であると暗示している。利益は計算目的であるが，会計の本質はキャッシュ
である。キャッシュの視点からは，利益に関わらない中立な取引が大半を占め
ている。ＩＣＴになぞらえた，キャッシュの知識（knowledgeofcash）こそ，
会計学をその根源から定立する理論と考える。
Ⅱ章はコジオールの先駆的な収支理論である。これは古代ギリシャ哲学的イ
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デア論の趣がある。そして，Ⅲ章ではICTのごとく，物（通貨）のThings
(キャッシュ）の上のコンピュータ処剛による情報で，キャッシュ理論に基づ
く仕訳データの上に，コンピュータのプログラム処瑚として，３基本財務諸表
を出力したものである。会計実践は理論とその手続きが整合していることを要
求している。収支理論は極めて概念的であるが，通貨に立脚するキャッシュの
理論によりキャッシュフロー計算書が作成され，損益計算と関係をして，貸借
対照表の示す利益，すなわち会計利益の特質が明らかになるのである。
Ⅱコジオールの収支理論
この章はコジオール（ErichKosiol）箸，“BilanzrefOrmundEinheitsbilanz”
の「商事法の損益計算の本質」の章を主に参照している。この章の副題は「パ
ガートリッシェ簿記理論と貸借対照表理論の基礎」である。「パガートリッ
シェ」と言う語はコジオールの造語で彼の固有の収支理論に付された用語であ
る。彼は「簿記的損益計算は，その構造の核に首尾一貫して発展した，そし
て適切に転回した収入支{Ⅱ計算である（シュマーレンバッハワルプ)｡｣7)と
して，会計手続きを承認している。損益論から収支論への転回は，まさに会計
学のコペルニクス的転回である。
シュマーレンバッハ（EugenSchmalenbach）は企業が設立から清算までの
全体計算において，次の計算が成り立つとしている。全体計算は永続企業を前
（全体計算）全体収入一全体支出＝全期間損益
提としているので，一般的には利用不可能であるが，歴史的には航海貿易で利
用されていた。シュマーレンバッハは各期間の損益は全期間の損益と一致する
としこれを一致の原則としている。期間損益を求める損益計算書を作成する
には，収支と損益の未解決項目を扱うのが貸借対照表で，貸借対照表なくして
損益計算はできないのである。図表２はシュマーレンバッハの動的貸借対照表
であり，収入支出と費用収益との関係を明らかにしている。貸借対照表の未解
決項目の，図表２の積極側２の事例として，機械の購入があげられる。機械の
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購入時に代金の支払いで資産となり，この利用の減仙iにともない毎期減価仙
却をして資産価値は少なくなりこの機械の除却に際して簿価としての残存価
値を除却欄として，この機械の評価価値は貸借対使用表から消える。シュマー
レンバッハは貸借対照表で費川収益と収入支lHの関係を解明しているが，「支
払い手段」と「資本金」をこの表に加えたとしているだけで，収支Jli1論そのも
のは論じていなかった。
図表２シュマーレンバッハの貸借対照表
動的貸借対照表(積極） (消極）
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''１所）シユマーレンバッハ署士岐政藏訳「12版動的貸借対11((表』森lllTW二店，1971,52
頁参照。
日本の古い書物に動態論の貸借対照表は，その借方は支出で，貸方は収入
であるとの記述があったがこの観方は誤りであった。損益計算をする勘定構
造の考察はワルプ（ErnstWalp）の給付系列と収支系列の二勘定理論が高く
評価されている。
給付（Leistung）と言う用語は価値そのものを増加する作用で，その意味は
サプライチェーンのサプライに近似している。原価計算ではこの給付に対応し
た原価を計算している。原価は価値そのものの消費で，支払いを伴わなくても
原価は発生することがある。他方，費用と収益はタイムライン１２で必ず収支を
伴っている。財務会計では費１１}と収益が用いられている。シュマーレンバッハ
の動的貸借対照表の初版では給付という用語を使っていたが｜Ⅶ表２の動的貸
借対!'《表では給付に代えて収益を|Ⅱいている。また，彼の貸借対照表は資本金
と支払い手段は与えられていることを前提としている。
ワルプの給付系列は費用勘定と収益勘定で構成されている。ワルプは「費用
とは，経憐におけるある損益期間について'１１１題とされる価Iilh犠牝のすべてを意
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味する。ここでいう犠牲とは，主として強制（的）費)Ⅱの場合のように直接
的な貨幣価ｲifIの犠牲であることもありうるしあるいは原材料，労働給付，役
務給付及び資本用益の|]的費消，偶発（的）費用，および－ときには自発的
費用の場合のように－貨幣価ｲitiのある財が消耗される貨幣価航の間接的犠牲
であることもありうる｡｣8)としている。ワルプの「直接的貨幣評価の犠牲」と
は通貨の支払いと費川が一致しているものと解釈できよう。また，「間接的犠
牲」とは図表３の商,},１，勘定の支払78,300マルクは当期の費川でなく，売れ残り
9,000マルクを収支系列の商品に振り替える必要がある。このように戻し計算
または追加計算の必要な取引を「間接的犠牲」と解釈できるであろう。
ワルプは「収益とは，ある損益期間について問題とされる価値生成
(Werteentestehungen）のすべてを意味する。このような価値生成もまた，貨
幣または貨幣価値にその効果を見いだすことができる｡｣9)としている。外部へ
の給付は売止となり，通貨を獲得できる。よって，費用と収益は収支と関係し
ているのである。
損益を求めるために，収支系列と給付系列に取引を記入するだけでは期間損
益を求めることはできない。ワルプは「損益決定において記帳を前提とする場
合には過大記'帳項目と過小記帳項Ⅱが問題なのであって，損益計算において実
際の費用と実際の収益が把握しなければならないとすれば，そのような記帳項
目が考慮されなければならない｣'0)としている。
図表３の給付系列には機械勘定がある。もし機械の購入時に全額費用化す
るとすれば，費用が過大に計上される。もしその機会を除却するときに全額
費用化するとすれば，購入後からの機械利l1j期'''１の費11jが少なすぎる。機械に
ついては減｛illi償却費で，機械の適切な費用化をする。ワルプは機械購入を費用
と観ている。この図表での機械の有高は10,000マルクで，１００マルクは一部機
械の売却で，機械の残高は9,900である。この有高に対して1,000マルクの減価
償却を行う。ワルプは機械費用1,000マルクを残し8,900マルクを給付系列の
費用勘定から戻す計算をしまた収支系列の収入側へ戻し計算された支出とし
て振替える。
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図表３ワルプの収支系列と給付系列の勘定
(収入）収支系列の数値（支出）
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図表４ワルプの二勘定系列
借方
収入
貸方
支出(収支系列）
(給付系列） 費用 収益
この手続きの意味をワルプは「給付勘定の借方側が過大なのであるから残高
勘定に貸方項目が生じそのような貸方項目は，残高勘定で計算される収支系
列の数値にとって，戻し計算された収入（zurlickverrechneteEinnahmen）と
して現れる｡｣u)と考えている。かくしてワルプの勘定要素は|剖表４のようにな
り，簿記の勘定要素は収支系列と給付系列との二勘定系列なのである。この二
つの系列それぞれで利益計算ができ，これらの利祐は必ず一致する構造であ
る。両系列の利益が一致していても必ずしもj[しい利益が表示しているとは言
えない。すべての勘定は，時の経過で，収支系列と給付系列との混合要素と
なっている。この典型はlX1表３給付系列の借方の給付系列の内容の各勘定であ
る。利益計算には混合勘定の分離手続きとしての戻し計算と，発生した未収収
益と未払費用の給付系列と収支系列へ加算する追加計算がある。
コジオールの収支理論
ワルプの収支系列は貸借対照表の原型であり給付系列は損益計算書の原型
である。ワルプの収支系列に関係した貸借対照表と収支的利益計算との原型を
考察したのがコジオールの収支理論である。
コジオールの貸借対Ⅱ<<表の原型は彼の組織的単式簿記によって導かれる。こ
の簿記の考えはｲ''１箸『情報化意思決定会計ｊのに１１で紹介している。簿記取引の
多くは損益に関係のない中立取り|で〆今[|の簿記書の交換取り|は中立取引であ
る。組織的単式簿記には現金収入と現金支出に加えて，前収入と前支出償還
収入と償還支冊，戻し収入と戻し支出と後収入と後支ｌｌＩの概念がある。そして，
これらの収支概念で貸借が均衡しないときに損益を認識するのであるが，複式
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簿記でないので，糾織的単式簿記では損益は未記帳のままである。組織的単式。
簿記の仕訳を集計した収支的貸借対照表はそれＦ１体で損益が計算できている。
図表５の開始貸借対照表に対して，期末貸借対照表にて借方合計金額
235,680マルクに対して貸方の差額43660マルクが当期の利益として測定されて
いる。収入と支出に関係している当期利益こそ会計利益の本質に根ざしている
のである。｜叉1表６では，各勘定科||の噌減をした当期の取り|を示している。併
力は収入概念で，貸方は支'１１概念で統一している。一つ一つの取引で貸借平均
しない時には損益が発生している。このときの純利益が期末貸借対照表の残高
(利益）と一致している。簿記は収支的計算と費用収益の認識による計算とで，
確認しあって信頼`性を獲得しているのである。今日の時価評価は収支的価値と
の検証を怠っている。さらに，繰延資産にみられる支払済み費用の資産化は正
しい収支I11liIiiIi計算とは言えないのである。資産の減損は将来収入を正しく評価
しようとするもので，退職給付年金引当金の１００％負債表示は将来支出を正し
く評価しようとするもので，収支的価値を求めているのである。
図表５コジオールの開始貸借対照表と期末貸借対照表
消極積極 開始貸借対照表
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出所）ErichKosioLBi/α"Ｚ症!/Ｍ〃〃"(ノＥ/"ﾙﾉﾊﾟＭα"z，DeutscherBetriebswirte-verlag，
1949,Ｓ５５．
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図表６収支勘定の元帳
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出所）ErichKosiolBﾉﾉα"zγq/Ｍ'２ｚ（"。Ｅ/"舵ｉＭｉ/α"z，DeutscherBetriebswirte-verlag
l949oSS､58-59.1949,ｓ55.
Ⅲキャッシュ理論の生成
コジオールのパガートリッシェ理論は重要な概念を孕んでいるが決して理
解が容易ではない。収支理論に関する会計理論は，一般的には，資金理論で論
じられてきた。通貨は資金とは限らない。資金にはⅡ的が備わっていなければ
ならない。企業の所有する通貨は営利目的があり資金である。米国ではバッ
ター（WilliamJVatter）が資金理論（fundtheory）を展開している。彼の箸
になる「資金理論｣，第１章，資金理論の起源にて「あらゆる学問，方法論ま
たはそのほかの知識の体系というものは，ある概念上の構造に基づくものであ
る。この概念上の構造とは，その分野の操作的内容に結びついている首尾一貫
した統一体または準拠枠を形成するために統合された思考の型である。このよ
うなある統合された構造というものがなければ，手続きは，理論とか内容のな
い単なる無意味な儀式にすぎないものになる､｣'2)と述べている。本章はキャッ
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シュフロー計算書作成のためのキャッシュ概念を探求している。キャッシュの
裏付けなくしては取引も成立しない。そのキャッシュ取引は仕訳ざれ転記ざれ
集計ざれ報告書へと発展するものである。今日のキャッシュフロー計算書は
キャッシュ概念の範嶬が暖昧である。間接法により作成されたキャッシュフ
ロー計算書は財務分析技法によるもので，監査証跡へと辿りつけない。
バッターは資金の特`性として「潜在用役（servicepotential)」があるとして
いる。現金は資金であることに異論はないし資産に資金が存在することも疑
いがない。しかしバッターは資産を用役性と観ていて，「川役としての特質
の解釈に影響を与えるのは企業の所有主または経営者の人格ではなくむしろ資
産の用役の意味を決定する操作（資金活動）である｣'3)として，資金の実体で
はなく，資金の操作性を述べている。資金の操作性は資金特性として承認でき
るものである。そして，資産の資金は他の用役資産へと変容する能力を有して
いるのである。次節では資金の実体としてのキャッシャを考察する。
（１）キャッシュの定義
資金概念は最狭義では現金であり，最広義では，コジオールは資産を収入性
と観て，資産の総体が資金であると見るものである。長らく資金概念で支持さ
れていたものは資金運用表作成時代の運転資金（workingcapital）で，流動資
産から流動負債を引いたものと定義されていた。運転資金は流動資産と流動負
債は１年以内に現金に還流する可能性のあるものであった。また，運転資金概
念により作成された資金運用表の資金の源泉は当期純利益に減価償却費等の非
資金を加算した推定であった。この非資金による資金推定の方法はキャッシュ
フロー計算書の間接法の作成に引き継がれていた。日本では，2000年の決算期
より，連結であるがキャッシュフロー計算書の作成が制度化された。この導入
当初は３か月以内に現金化されるものがキャッシュ概念とされていた。この当
時のキャッシュフロー計算書は間接法により作成されたもので，貸借対照表と
損益計算書により調査，分析によるもので，仕訳，分類集計，報告書の作成と
いった会計手続きを踏んでいないものであった。特にキャッシュフロー計算書
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の営業活動区分の収入項１１にはキャッシュからの源泉でない項１１があった。
３か月以内のキャッシュの定義の疑問にデイーガン（CraigDeegan）は
｢キャッシュ同等物と考慮されるべき項目について，キャッシュは高い流動性
と企業のキャッシュ符fll1機能の部分としての使Ｈ１とのiTlii力を有していなければ
ならない。これはある実体でのキャッシュ同等物は他の実体でのキャッシュ同
等物ではないかもしれないということを意味している｡｣'4)とキャッシュの考え
は企業ごとの資金Ⅱ的に依拠すると述べている。キャッシュとしての機能は支
払い手段である。売買IＩ的の有Iilli証券が買掛金や給与の支払い予定'１前に手元
現金に還元するように運)|]されていれば，その実体ではキャッシュを意味して
いるかもしれない。しかしながら，支払い手段のみがキャッシュ概念の要件で
はない。イギリスの改訂FRSlではキャッシュ同等物はキャッシュの運用であ
り，支払い予定のキャッシュ資金が潤沢であれば，株式や３か)j以内の定期預
金は運用したままである。そして，突然の支払いにそれらは即応できるとは限
らない。キャッシュ概念には決済に即応できる要件が必要である。
国際会計基準の「cashandcashequivalent」は「現金と｣ＬＭ金同等物」と訳
されている。キャッシュとキャッシュ同等物と訳すのが望ましい。キャッシュ
とは現金と要求払いの預金と当応借越である。このキャッシュを現金と訳すと
預金は現金ですかという矛盾を生じる。要求払いの預金は当座預金，普通預金
である。当座借越のマイナス金額は銀行よりその金額だけ借入れている取引の
未仕訳であるのに過ぎない。もし決算時点で当Ｉ卒借越しがあればその金額を
短期借入金勘定で処I1I1し当座預金の残高はゼロ''1にする。キャッシュの定義
とするこの形態的表現はキャッシュの定義として不Ｉ分である。もし諜通預
金を何らかの担保として取り１１１１手から資金使111を拘束されていたならば，支払
い手段としてのキャッシュとは言えないのである。キャッシュの本質に根差す
定義が待たれている。
オーストラリアの会計雄準であるAASBlO7は「キャッシュは手許現金と現
金預金として定義している。キャッシュ同等物は知期で高い流動`性のある投資
として定義している。これは使っている現金額に1直ちに転換可能であり，価値
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の点でほとんどリスク変化のないものである｡｣'５１と規定している。通常，
キャッシュフロー計算書で用いるキャッシュ概念は現金と預金のキャッシュと
キャッシュ同等物である。
キャッシュの本質は，シュマーレンバッハの貸借対照表論で資本と支払手段
は与えられていると仮定されていた「支払手段」である。そして，支払い要求
に対して即決済できるものである。よって，筆者によるキャッシュの定義は
キャッシュとは組織の支払資金で即時決済nJ能である現金と要求払いの預金
と，即日に支払手段として決済可能でありほとんどリスクのない金融商,lfIの
キャッシュhil等物とで，キャッシュ属性の勘定科１１で扱われるものであるとす
る．図表７キャッシュ概念区分で示す如くすべての通貨がキャッシュとは限ら
ない。金融商品もほとんどリスクがなく即決できるものはキャッシュ概念とし
て勘定科｢|を設けるのである。キャッシュ|U等物はキャッシュを運)|]した金融
商品であるが普通預金のように，利息としての運用益の分配金があり，要求
払いで決済が可能なものである。キャッシュ同等物のｌ例はＭＲＦ（monetary
reservedfund）である。ＭＲＦはあたかも杵通預余のように利息が付き，投資
資産の運用会社にあるので迅速に金融商品と決済されている。イギリスの改訂
ＦＲＳｌではキャッシュ同等物は「資金の運用」としての投資活動としていた。
図表７では従来はキャッシュとキャッシュ同等物として扱われたものがキャッ
シュ概念の区分である。キャッシュ概念のキャッシュ同等物にはＭＲＦがある。
非キャッシュ概念である外貨・預金はその源泉により輸出しての売上では「営
業活動｣，海外投資からの受取では「投資活動」外貨での借入では「財務活動」
の区分が必要である。外貨の為替レートは日々変動するので，外国での通貨で
あるが自国のキャッシュ概念では相応しくない。各種金融商品は「投資活動」
の区分である｡
図７キャッシュ概念区分
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（２）キャッシュフロー計算書
国際会計基準第７号パラグラフ１０では，キャッシュフロー計算書の表示につ
いて「キャッシュ・フロー計算書は，営業，投資及び財務の諸活動に区分して，
期中のキャッシュ・フローを報告しなければならない｡」としている。確かに
キャッシュフロー計算背はｌ会計期間のキャッシュフローであるが，この
キャッシュフローはキャッシュ概念のフローを測定して，３区分表示すること
が要請されている。図７のキャッシュ概念を利用して次に各４象限のキャッ
シュフロー取引を例示する。
①キュッシュ概念の通貨・預金取引
この象限は異論のない領域である。キャッシュフローの要件として，即時に
決済できることが確認される。
②キャッシュ概念のキャッシュlid等物
ＭＲＦ（monetaryreservedfund）は証券会社の顧客の株取り|に多用されて
いる。Ａ社の株式を￥12,000で購入したとすれば，次の仕訳になる｡
（借）131有llli証券12,000（貸）105キャッシュ'１１等物12,000
国際会計基準，第７号，パラグラフ25では「外貨建取り|によって生じるキャッ
シュ・フローは，発生１１における機能通貨と当i該外貨とのＩＨＩの為替レートを外
貨額に適用し機能通貨で記録しなければならない｡」としている。キャッシュ
フロー計算書作成のためのキャッシュフローは必ずキャッシュ概念の勘定科目
を利用しないと会計システムの処理として扱うことは不可能である。外貨は外
貨の運用としてキャッシュ概念に含めないのである。円高の時に外貨を購入
し円安の時に外貨を'１１に交換するのが鹸適である｡将来の外貨取引ではへツ
ジするかの意思決定が存在している。キャッシュ理論と会計システムの処理に
適合する取引は次のようになる。
③非キャッシュ概念の外貨
海外との取引で，相手のドルは要求額に対して，’'１で決済した事例は次のａ
である。他方，自社の海外取引相手より，外貨で受けとり，後ロにロ本円に交
換した取引事例は次のｂである。
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ａ・海外から商品＄1,000を仕入れ，当日の＄ｌ＝￥125のレートで送金した。
（借）621仕入高125,000（貸）１０１現金125,000
ｈ本日の銀行の示す円売りの為替レートは＄ｌ＝￥120であり，＄ｌ＝￥124の時
に受け取った手許外貨＄１０００を円に党換した。
（借）１０１現金120,000（貸）１１０外貨・預金・菅124,000
７２３為替差損4,000
外貨と外貨預金の勘定による現金というキャッシュ概念増加はキャッシュ取引
である。この時，外貨の勘定科目は科目は３区分を明示してなければならない。
図表８の勘定科目表の科目コード110は「営業活動」であり，１１１は「投資活動」
であり，112は「財務活動」である。手許外貨は自国通貨に交換するときに必
ず為替差損か為替差益が発生する。キャッシュ概念はほとんどリスクのないも
のとしているが外国通貨はこの要件に合致していない。このリスク回避には，
ドル買いは円高になるまで待ち，ドル売りは円安時に党襖することである。ま
た，将来のドル通貨の受取りの契約がある時に，それに見合うドル売りを準備
しておけば為替差損のへツジが可能である。外国通貨は投機の対象となってお
り，キャッシュ概念ではない。キャッシュ概念に入れたいと願うならば，国内
通貨に即時に免換してしまうことである。本稿の勘定デザインは外貨を受け取
り後，その外貨をキャッシュ概念の勘定科Ⅱに交換することを仮定している。
また，図表８の勘定デザインで，取引の３区分表示と外貨の３区分の損益評価
を可能としている。
④非キャッシュ概念としての金融商品
投資信託のファンドは日々評価額に変動がある。また，株式の売主Uのように
入金には数日を要するので，これらは資金の運用としての投資活動キャッシュ
の区分である。定期預金も利息獲得のための投資活動の区分である。学習簿記
でみられる次の取引の仕訳ａは，キャッシュフロー計算書作成を目的とする
と，あるべきキャッシュ取引が相殺されているので誤りである。正しくは次の
仕訳ｂのようにしないと，キャッシュフロー計算書を作成できない。キャッ
シュフロー計算書はキャッシュ概念のキュッシュフローの上に形成されるので
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ある。
ａ､営業用の車￥1,200,000を購入するのに，定期預金￥500,000を解約し受取
利息￥２，０００とともに現金とし，残額は支払手形を振りⅡ)した。
（借）車両運搬具1,200,000（貸）定期預金500,000
受取利息2,000
支払手形698,000
ｂ上記（ａ）の取引のキャッシュフロー計算書表示するための仕訳は次のと
おりである。キャッシュフロー取引はキャッシュ概念の勘定を通すのであ
る。
（借）１０１現金502,000（貸）115定期預金500,000
701受取利息2,000
２０４車両運搬具1,200,000101現金502,000
322支払手形・投698000
会計の取引データは貸借対照表，損益計算書，キャッシュフロー計算書の基
本３表を作成目的としている。資産，負債，資本，費用，収益の概念は区分コー
トとして，一般的にコード化されている。例えば，資産はlOO～299,負債は
300～399というようにグループ化されている。キャッシュフロー計算書を作成
するためには各勘定科目の資金属性としてキャッシュ概念，営業活動，投資活
動，財務活動，非資金の区別をする。この区別を表す表意コードを付した勘定
科目表を似|表８で示す「キャッシュはＣ，営業iiIi動はＥ，投資活動はＴ，財務
活動はＺ，非資金はスペースで科目の資金属性を区別する。
非資金取引について，国際会計基準，第７号の43パラグラフには「現金及び
現金|可等物の使11]を必要としない投資及び財務取引は，キュッシュフロー計算
書から除外しなければならない。当該取引は投資及び財務活動に関するすべて
の関連性のある情報が提供きれるような方法で，財務諸表の他の箇所において
開示しなければならない｡」としている。先の車両運搬其の購入の取引では。
キャッシュフロー計算書の投資活動の支出として￥500,000が表示されるだけ
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図表８勘定科目表
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１０１現金
102当座預金
103普通預金
105ｷｬｯｼｭ同等物
110外貨預金･宮
111外貨預金･投
112外貨預金･財
115定期預金
１２１受取手形
123売掛金
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Ｅ
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Ｅ
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である。この購入時点では，車両運搬具は資産の部，支払手形は負債の部に集
計される。この手形の満期の決算日では投資活動として，次のように仕訳され
る。
（借）322支払手形・投698,000（貸）１０２当座預金698,00Ｏ
この基準にさらに付け加えるべきことは，投資及び財務活動の未払金の決済１１
ではキャッシュフロー計算書の投資及び財務活動の区分の支１１１として，未払金
を表示することである。
日本のようにｌ通貨の国においては，外貨と要求払いの外貨預金はキャッ
シュ概念ではない。その資金属性は営業活動により獲得した外貨は営業区分で
ある。そして，投資により獲得した外貨は投資区分である。外貨・預金がキャッ
シュ概念に変換されるとき，営業区分か投資区分か財務区分かに判断する必要
がある。２通貨が流通する国においては決済しI的のキャッシュ概念を再構築す
る必要がある。通貨の上にキャッシュ概念が存するのである。キャッシュ概念
とキャッシュ区分は企業の資金Ⅱ的の判断の要件もある。システマチックに
キャッシュフロー計算書を作成するとすれば，キャッシュ概念の科Ｈやその区
分はｌ義的に決定できるものではない。もし普通預金を担保として借入をして
いたならば，この辨通預金はキャッシュ概念に属さないのである。どの通貨を
決済として利用する国であるか企業がどの勘定科１１に資金I|的を設定する
か，キャッシュフロー計算書作成には資金の合Ⅱ,性が'111われているのである。
１３］
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図表９５月（２か月目）の仕訳データ
１９件ロケ月目日付借裁遁借方科目一……l貸方｡垣貸方科目一上」伝票番号金額摘要１
５０１１２２受取手形Ｅ６０１売上高Ｅ5001500,000手形売上
５０２１０３普通預金Ｃ１２３売掛金Ｅ5002330,000取立
５０３１０５ｷｬｯｼｭ同等物０１０３普通預金０５００３501000振替送金
５０３２０３機械装置Ｔ３０２支払手形･投Ｔ5004600,000振込
５０４１３１有価証券Ｔ１０５ｷｬｯｼｭ同等物Ｃ５００５12,000ａ社株式
５０６６２１仕入高Ｅ１０１現金Ｃ5006125,000工具
５０７１１０外貨･預金･営業Ｅ６０１売上高Ｅ5007248,000工具
５１０２０４車両運搬具Ｔ１０３普通預金05008502,000営業車
５１０２０４車両運搬具Ｔ３２２未払金･投T500869aOOO営業車
５１２１０３普通預金０１１０外貨･預金･営業Ｅ5009120,000＄100交換
５１２７２３為替差損Ｅ１１０外貨･預金･営業Ｅ５００９4,000＄101交換
５１５１２３売掛金Ｅ６０１売上高Ｅ5010600,000掛売上
５１６１０２当座預金Ｃ１２２受取手形Ｅ5011500,000手形取立
５１７６２１仕入高Ｅ３０５買掛金E501235qOOO大阪商事
：;：！;;鰯Ｅ鵬;蕊：：:|：Wl888輔
５２２６８３支払家賃Ｅ１０２当座預金Ｃ５０１４60,0006月分
５２５６８４保険料Ｅ１０１現金Ｃ５０１５12,000自動車保険1年分
５２８３２５短期借入金Ｚ１０３普通預金Ｃ5016150,000-部返済
取引相手
梅ヶ丘商店
梅ヶ丘商店
M証券
若林商事
M証券
太田製作所
Ｃ＆Ｃ社
T販売
T販売
s銀行
S銀行
上町商店
梅ヶ丘商店
大阪商事
阿部氏
阿部氏
B不動産
c損害保険
S銀行
図表１０出力処理によるキャッシュフロー計算書
キャッシュフロー計算書
２か月目
収入 支出 純顎営業活動キャッシュ
１１０外貨預金･営業
１２２受取手形
１２３売掛金
６２１仕入高
６２７労務費
６８３支払家賃
６８４保険料
営業活動
１３１有価証券
２０４車両運搬具
投資活動
財務活動キャッシュ
３２５短期借入金
財務活動
総キャッシュ
1２０，０００
5００，０００
330,000
125.000
1８０．０００
60000
1２，０００
950,000 377.000 573,000
12.000
502,000
、 5１４，０００ -５１４，０００
1５０，０００
、 1５０．０００ -１５０．０００
950,000 1041.000 -91,000
図表９は５月の仕訳データである。科目名の石の資金区分は入力の必要はな
い，科目コード入力より科目ファイルより科目名と区分記号を参照して表示し
ているだけである。このような通常の仕訳データより，プログラムを実行して
1３２
額純
血一
１ ＯＯＯ
ｂＯＣＤＯＯＯ
３３０､
,
80,OOO
qOOO
１ ．
５０．０００ ７７．０００
0
.
14,000
50.000
９５０.ＯＤＣ １０４１０，０
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キャッシュフロー計算書は出力される。その出力は図表10の通りである。
今日に至っても，キャッシュフロー計算書の作成に間接法と直接法とがあ
り，どちらで作成するかの論争がある。間接法は調査によるキャッシュ分析で
ある。会計の直接法は仕訳データより，分類集計してキャッシュフロー計算書
を作成するのが正統的である。直接法に反対する論拠として，データ件数が多
すぎて作成不能であると言うものがある。キャッシュフロー計算書はキャッ
シュ取り|をｲⅡ下科'１で営業，投資，財務に分類集計するので，取り|全体の半分
にも満たない取引量である。キャッシュ取引は図表９のキャッシュＣの付した
ものである。さらにＣとＣのキャッシュ間の取引は資産の変化はあるが，
キャッシュフロー計算書では表示しないのである。キャッシュフロー計算書の
今日的課題はキャッシュ測定論の欠如である。
（３）収支的貸借対照表
通貨の上にキャッシュ概念がありキャッシュ概念の上に期間計算としての
キャッシュフロー計算書がある。このキャッシュ概念とキャッシュの超期間収
支に関係した計算書が図表11の収支的貸借対照表である。シュマーレンバッハ
の支払い手段に相当しているのがキャッシュと資本金で，どの企業でも事業目
的を有するキャッシュを資本金として開始する。lxl表５のコジオールの期末貸
借対照表の利益は収支の残高である。収支的利益こそ会計利益の特質である。
すなわち会計利益にはキャッシュによる処分可能性があるのである。
図表１１収支的貸借対照表
｣又支的貸借対照表
(貸方）(借方）
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図表１２５月（２か月目）の貸借対照表（試算表形式）
貸借対照表
２か月目
111-｣llT-IlJLI 残高338,350260000248000380001240001,150,000120006000001,200000200000４，１７０，３５０
0
-600000
-850000
-30,000
－698,000
-350000
-2,528,000
資産の部
１０１現金
１０２当座預金
１０３普通預金
１０５ｷｬｯｼｭ同等物
１１ｏ外貨預金･営業
１２３売掛金
１３１有価証券
２０３機械装置
２０４車両運搬具
２０５エ具備品
資産合計
負債の部
３０２支払手形･投
３０５買掛金
３１１預り金･堂
３２２未払金･投
３２５短期借入金
負債合計
資本の部
４０１資本金
４３３当期利益
資本合計
負債資本合計
600000
350000
20000
698000
５０００００００００
O０００
ＢＤ０００
１５００００
叩．０００
150,000
0
-1000,000
-642,350
-1,045,350
-4,170,350
０
４５３５０ＤＣ１０
１０４５３５０
２０５５３５０0000２２６５００
図表１３キャッシュ取引の検証表
１０１現金
Ｉｏ２当座預金
１０３普通預金
105ｷｬｯｼｭ同等物
小
キャッシュ増減額（当月残高一前繰額） -９１，０００
収支的貸借対照表のキャッシュの増加原因はキャッシュフロー計算書の
キャッシュフローで検証できる。図表１２は図表９の仕訳データにより作成され
たものである。そして図表１３は検証用に作成したキャッシュ変化の集計表であ
る、
図表１０のキャッシュフロー計算書の総キャッシュの増減額と図表１３の検証表
の増減額-91,000は一致する。しかし貸借対照表のキャッシュ概念勘定の期
中の取引額とキャッシュフロー計算書の収支フローの金額は必ずしも一致する
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０
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とは限らない。この原因について，キャッシュフロー計算書は現金と当座預金
との引取のようなキャッシュ間取引を集計しないが貸借対照表ではキャッ
シュ勘定の変化として集計する必要があるからである。よって，もしキャッ
シュ間取り|がなければ，貸借対照表のキャッシュ勘定の借方，貸方合計と
キャッシュフロー計算書の収支フローの合計とは一致することになる。
a・債権債務
資産の本質は将来の収入であり．負債の本質は将来の支出である。資産に表
示されている売掛債権，貸付金等は将来収入となる。それらが取り立て不能と
なれば貸し倒れ損失として債権を減額する。この評価を通じて資産評価の信頼
性を勝ち得る。ＦＡＳＢの「会計情報を有用にさせる特性」では信軌性の構造に
は検証可能性，表現の忠実性，中立性を置いている。貸倒れの発堆について，
２人以上で確認し，ありのままに仕訳を通じて財務諸表に示し貸倒れの影響
を表示しないで利益を過大のままにしておこうとしてはいけないのである。債
権は債務者に対する金銭の請求権であり，これが将来の収入を意味することに
立てする疑念はない。そして，債務は会計的には将来の支肥である。債権と債
務は将来決済されると，キャッシュフロー計算書に表示されて，貸借対照表か
ら消去されるものである。
b・損益取引
原価は価他減少の金額評価であるが，図表４で示しているように，収益は収
入と，贄１１１は支出と関係している。サービスを顧客に提供して現金を獲得した
とすると，借方には現金の増加で，貸方は収益の発生を認識して，貸方は受取
手数料と分類表示する。顧客先へ出向くときに，電､１１賃を支払えば，貸方には
現金の減少記入である。このとき借方は何かを認識すると交通費の発生とす
る。損益と収支の関係は，まず収支ありきである。そして，損益計算での純利
益は貸借対照表の収入を増やし，資本金の増加を認識する。
費用と収益の見越と繰延はキャッシュフローの期間限定と捉える。保険料の
前払分は決算時において資産の部の前払保険料に振り替えられる。前払保険料
は，もし保険契約を解約したならば，現金で戻る性質がある。負債の部の前受
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家賃は期間が経過しないで建物の賃貸契約が解約されてしまえば，その前受金
を返還する。複数の会計期間に及ぶ費用と収益は将来収入の資産と将来支出の
負債なくして算定できないのである。
近年，負債の退職給付引当金を１００％計_|こするという議論が持ち上がった。
従業員を雇用していれば，退職時の給付金を支払う義務が加算されるので．退
職給付引当金１００％が将来支柵の正しい表示となる。
費用と収益は財務会計では必ず収支を伴うが時間的，期間的なズレがある。
現金で売｣二げると損益計算書にもキャッシュフロー計算書にも計上される。商
品を販売し売掛債権が確定した実現主義の売掛金は将来収入があり資産』性があ
る。しかし，会計システムの処理によるキャッシュフロー計算書では販売時点
では計上されないで，売掛金がキャッシュで回収された時に，キュッシュフ
ロー計算書に計上される。本稿の取引事例では，損益は黒字であるが，総
キャッシュは減少している。特に設備投資では収支と損益の乖離が大であり，
会計フローとしてのキャッシュフロー計算書と損益計算書の情報が意思決定者
に必要である。
c・固定資産評価
キャッシュの変移には用役財と投資がある。用役財としての機械の購入は，
シュマーレンバッハにあっては「支出にして，未費用」であった。バッターに
あっては資金の潜在用役`性による資金の機械への変容であった。キャッシュの
変容した機械は用役として製品・サービスヘと結合し，さらに外部へ給付され
て，売上の対価としてキャッシュが還流する。ワルプは機械を「戻し収入」と
解釈していたがむしろ，機械の評価額は財・サービスに結合して，将来の収
益の対価として戻る収入である。機械への支払った額より戻った収入が多けれ
ば会計利益と認識できる。もちろん，機械Ｆ１体の貢献額を測定するのは困難で
あるが総体的には利益金額で評価する。この利益は純資産の増加要因である。
この資産の評価額は将来収入の可能性を意味している。収支的貸借対照表は会
計利益可処分'性というの要件を備えている。
機械の評価について，購入時は機械の支払額である。シュマーレンバッハが
－１３６－
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｢支出未費用」としていたが，機械の購入時は機械への支(}}額で評仙iする。機
械購入時の取得原価は時価と未分化で，万人がその正しさを承認できるもので
ある。しかし，その機械の最終的な評価額はゼロとなる。評価ゼロに至るまで
の評価は多義である。機械は利益動態論から減価償却費が計算されてきた。減
価償却費計算は減価の推定計算である。正常な状態であればこの方法は是認で
きる。
用役財の収支的評価は市場価値による売却可能額と財・サービスへの価値創
造能力の低下の評価の「減損」がある。賃貸の建物の評価は通常は減価償却で
あるが，地震による亀裂，利用電車の廃線などで賃貸料収入が低減すれば，不
動産相場の評価額も下がり，資産の建物を減損する。この資産価値の変化を仕
訳で示すと，次のとおりである。
建物減損×××建物×××
機械にも減損があるが，「増価」もある。ある機械に付属設備を付けたり，
利用方法を考案して，生産能力を飛躍的に向上したとしよう。この利用してい
る機械への付属設備の追加は「支Ⅱ{米費用」である購入価額である。支出以上
の用役性の向上は実用新案または製法特許により無形資産とすることである。
これらの無形資産は他社が有償で利用を進んで許可するもので，将来収入を伴
うものである。キャニングは「用役はそれ自身貨幣収入概念でなければならな
い｣'6)としている。特許権そのものには用役'性を認めることができるが収入
がなければ資産性はないのである。その例示として，彼は果実の[lii1jlili改良をあ
げている。新品種のおいしいリンゴを売ってしまうと，その種を蒔いて木を育
て，その木を在来の木に接ぎ木されて，品種改良に対する収入が見込めないか
らである。資産には繰延資産があるとされているが，繰延資産の多くは費消し
てしまっていて，それ自体に対する収入性は認められないものである。
キャッシュの余剰は通常投資へ振り向けられる。キャッシュをキャッシュの
ままで保持しても，収益を生まない。投資は投資額以上の資金の還流を期待し
ている。しかしリスクが伴って投資額以下の資金の還流で，損失が生じてし
まう場合もある。近年，売買Ⅱ的の有価証券の評価に決算時点の時llliを適応す
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るという基準ができた。有価証券の取得価額より決算時の時{illiが高ければ，有
価証券を値上がり分だけ高く評価しまた評価益を計上する。その後の株主総
会での報告でも，その評価額を維持できているだろうか。実際にはさらなる値
上がりもあるかもしれないが，値下がりもあり得る。収支的貸借対照表の観点
では時価以下主義の評Ｉｌｌｉが最も良く適合する。
発生j二義会TTIの進腱は包括利益という言葉を生みl})した。シュマーレンバッ
ハの損益計算の構造は期間損益計算と超期間計算からなっている。その超期間
計算が包括損益に桃Liする。’１本の損益計算の構造は営業利益に加えて営業外
損益と特別損益がある。先の「建物減損」は実現費１１１であり特別損失で区分表
示する。先の発堆主義による「有価証券評価益」は包括利益計算書で表示する
ことが望まれている。現金主義と債権債務の確定した実現主義により，キャッ
シュフロー計算書，扱益計算ご書と貸借対照表を作成する。この収支的貸借対照
表で示す利益と，発上上主義により示される包括損益計算書の利益とは可処分`性
の観点から同一視できないのである。
Ⅳ結語
学問の進歩発展には「古典と革新」の要素がある。キャッシュ理論は古典理
論としては主にコジオールの収支的理論に立脚しているものである。この手続
を事（キャッシュ）の上のキャッシュフロー取引をコンピュータで処理して
キャッシュフロー計算=書は作成されるものである。そして，総ての企業でこの
キャッシュフロー計算11$と批益計算書と（収支的）貸併対!l(〈表とを作成し，開
示すべきである。キャッシュフロー計算書は簿記構造の仕訳をデータ入力とし
て分類集計するものがlli統な作成方法である。
会計は損益と収支の二元論である。損益動態論のシュマーレンバッハは組織
の継続するためのリスク回避について，費用化によるリ|当i金として一般的危
険,特殊な危険（保証ﾘ|当金)，滞貨引当金，設備維持のためのり|当金等を説き，
また資産の過小評価による秘密積立金を説いている'7)。古典`思想の保守主義の
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堅持に対して，今'三|発生主義の評価が進行している。特に発生主義の包括利益
は収支的な会計利益と111入れないものである。もし収支的貸借対照表に反'１りし
させるならば資産を売却して利益を実現させることである。利益は意見，
キャッシュは事実と言われている。これからの財務諸表は会計フローとして，
キャッシュフロー計算書と損益計算書，ストックとしての貸借対照表を開示す
る。今'三|，包括利益計算書の開示が進行しているが，これは本稿の３基本Ⅱｲ務
諸表とは別領域として作成すべきものである。スティクホルダの一部は損益計一
算害と包括利益計算書の利益の合算を望んでいるかもしれないがこの方法は
シュマーレンバッハの危'具が顕在化してしまうのである。包括利益計算書は会
計利益の外枠で表示するとともに次期に行う予定のリストラコスト，会社lﾉﾘ
外で発生した品質コスト等の包括費用も表示し包括損祐計算書とすべきもの
である'８１。
今後ｍ会計は多元的となり１会計期間のキャッシュフロー計算書と損益計算
書とｌ会計期間を連結する貸借対llH表と超期間の発上'三主義による包括損益計算
書との開示をすることになるであろう。
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